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序

平成元年度の榎垣外遺跡ほか岡谷市内遺跡群試掘 ・確

認調査(詳 細分布調査)及 び緊急発掘調査の報告書(概

報)を 刊行す ることにな りました。

岡谷市内には170ヶ 所 をこえる多 くの遺跡が確認され

ています。近年の開発、 とくに住宅建設に関連 した遺跡

範囲内での土木工事 は増加 してお り、本年の調査件数 も

28件にのぼ り、貴重な埋蔵文化財が発見 されました。

このような成果をみるたびに、岡谷市の長い歴史 と先

人達の積み上げてこられた文化の尊さをあらためて認識

させ られます。 この貴重な文化遺産を大切にし、さらに

岡谷市の歴史 と文化 を明らかにさせていかなければなら

ないと強 く感 じているところです。

今年度の調査にあたり、土地所有者各位、工事関係者

の方々、そして調査地に隣接 した多くの皆様のご好意、

ご協力に御礼申し上げる次第であります。 また、発掘に

携わっていただいたみなさんには、炎暑、厳寒の中を御

苦労いただ き感謝いたしてお ります。

平成2年3月20日

岡谷市教育委員会

教育長八 幡 栄 一



例 言

1.本 報告書は、平成元年度榎垣外遺跡ほか、岡谷市内遺跡群試掘 ・確認調査(詳 細分布調査)及 び緊急発掘

調査の報告書(概 報)で ある。

2.調 査は、国庫および県費から補助金交付 を受けた岡谷市教育委員会が、 平成元年4月20日 から平成2年

3月2σ 日にかけて実施 した。 整理作業は主に1月 ～2月 に行 ったが、出土品は十分な整理が終了していな

いため、概要の掲載に とどめてある。

3.出 土遺物、記録図面、写真等の資料はすべて岡谷市教育委員会で保管 している。
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1.平 成元年度試掘、確認調査(詳 細分布調査)及 び緊急発掘調査の概要

平成元年度、岡谷市内において周知の遺跡に農地転用、公共事業等の開発行為が計画 ・実施され、市教育

委員会が何 らかの対応をおこなった件数は30件 をこえ、その うち、試掘 ・確認調査は28件 に及んでいる。そ

して、それからさらに緊急発掘 したケースは9件2遺 跡である。

本年度の調査の特徴は、 ここ数年続いている傾向に同じで、長地方面(湖 北地区沖積地)の 平坦部に調査

が集中していることである。そのために、縄文時代の遺構 ・遺物は梨久保遺跡のように集落の中心部の調査

となった例 を除いてはこれまでにな く少ない数であ り、代わって奈良～平安時代 の遺構 ・遺物が特に多い結

果 となった。

調査の中で特に注 目すべ きものは、榎垣外遺跡の成果であろう。官衙跡 を北東端にして2km四 方に及ぶ範

囲に広がる遺跡だが、今年度、遺跡西端に位置す る下片間町地籍において掘立柱建物跡群が発見され るなど

横河川自然堤防の縁において も官衙跡とも考えられる遺構が検出された。す ぐ南にある山道端地籍や、去年

鏡などが出土した柿垣外地籍 ともあわせて考えると非常に興味深い問題提起 となり、わずかな面積であって

も詳細分布調査の重要性 を示す結果 となった。

なお、緊急発掘調査については以下本文中にその概要を記 したが、緊急発掘調査にいたらなかった箇所 に

ついては下記の表によって詳細は省略 した。

表1平 成元年度試掘 ・確認調査一覧表

遺 跡 名 所 在 地 調査の原因 調査期間 主な遺構 遺構 ・遺物の時代他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

榎垣外(片 間丁地籍)

横川上の原

榎垣外(宮 下地籍)

榎垣外(山 道端地籍)

梨久保(上 の平地籍)

榎垣外(山 道端地籍)

志平

小田井

榎垣外(蠣 蜂塚地籍)

榎垣外(向 田地籍)

榎垣外(下 片間町)

東町田中

榎垣外(ス クモツカ南)

榎垣外(向 田地籍)

榎垣外(向 田通地籍)

斧磨

牛平北

目切 ・榎垣外 ・清水田

榎垣外(古 屋敷地籍)

榎垣外(鎮 守東地籍)

梨久保(山 之神下地籍)

海戸

梨久保(上 の平地籍)

榎垣外(榎 海戸地籍)

梨久保(上 の平地籍)

榎垣外(栗 木海戸地籍)

榎垣外(榎 海戸地籍)

梨久保(上 の平地籍)

長 地字 片間丁2505-2

長 地字丸 山5835-1他

長 地字 宮下1728-6他

長 地字 山道端2348他

長 地字上 の平4588-3

長 地字 山道端2339-1他

川岸東2丁 目9864-4

湊 字前林4491-1

長 地字婚 蜻=塚3685-9

長 地字 向 田4710他

長 地字 下片 間町2373-1

長地字 町尻 北3272一 イ

長地字 ス クモ ツカ南3136-1

長地字 向 田4718-5

長地字 向 田通4738-2

大字 間下字 ツ ク山

2075一 戌一 サ

長地4253一 イ他

長地字 古屋敷4109-2

長地2992-3他

長地字 山之神 下4443-5

天竜町 三丁 目5317-1

長 地上 の平4595-2他

長 地字 榎海 戸4062-1

長 地上 の平4586

長 地字 栗木 海戸8666-3

長 地字 榎海 戸4053-2

長 地字 上の平4574-1他

住宅建設

住宅建設

貸駐車場建設

住宅建設

住宅建設

住宅建設

駐車場

工場建設

住宅建設

駐車場建設

住宅建設

駐車場建設

住宅建設

工場建設

住宅建設

高等学校グ

ラウンド造成

工場建設

区画整理

住宅建設

派出所建設

共同住宅建設

貸事務所建設

住宅建設

住宅建設

擁壁住宅建設

住宅建設

貸駐車場建設

駐車場建設

4.20～4.26住1、 墳4縄 文.平 安

4.24～6.1縄 文

4.24縄 文

4.26～6.1住4、 掘 立1平 安

4.29縄 文

5.2～7.2住5、 掘 立1平 安

5.12縄 文

5.13縄 文

6.13～6.29掘 立1平 安

6.17平 安

7.4～7.24掘 立4平 安

7.17～7.19弥 生

7.20～7.31住2平 安

7.25～7.31平 安

7.25～7.31平 安

8.1～11.27擾3縄 文

8.21～8.24

9.1～3.14

9.5～9.13

9.5～9.22

10.2～11.8

11.10-11.14

11.10一 一11.21

11.29～12.4

12.4～12.28

12.6～3.17

12.26～12.28

3.10～3.17

住4、X15

住1

住1

住2、 墳2

住1

住3

住10、X22

住1

縄文

縄文.平 安

平安

平安

縄文

平安

縄文.平 安

平安

縄文

平安

平安

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

緊急発掘

/
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諏 訪 湖

第1図 試掘 ・確認調査地点(番 号は表1の 一覧表に同じ)
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2.榎 垣外遺跡片間丁地籍

1.発 掘 調査 の場 所 岡谷市長地 字片 問丁2505-2

2。 土 地 の所 有者 山田 秀樹

3.発 掘 調 査の期間 平成 元年4月20日 ～4月26日

4.発 掘 調査の 目的 ・原 因 住 宅建設

5.調 査 面積70.3m2

6.発 見 され た遺構 縄文 時代 中期住 居跡1棟 小竪穴4基

1号 住居跡'長 径約5m、 短 径約4mの や や楕 円形の住居 跡
　

である。掘 り込みは浅 く、覆土は10～15cmほ ど残っているが、

南側の一部は畑の耕作のため削られている。柱穴は6基 確認

され南側の柱間はわずかに広い。床はやや堅い程度で叩き締

められてはいない。炉は中央 よりやや北に位買 し、15～20cm

位の石を7つ 使 った石囲炉で焼土は殆どない。

小竪穴4基 確認されたが、その うち一基か らは土師器甕

が出±した。ほかのものは出土遺物 も少なく、時代決定には

いたらない。

7.出 土 した遺物 縄文土器1土 師器1石 錺i2石 錘1

土器片石片2箱

一括土器は一号住居跡床面よ り、胴部か ら下半分の縄文土

器が炉のす ぐ横から伏せた状態で出土 した。覆土が薄いため

か、まとまった遺物はこれだけである。

第2図1号 住居跡

第3図1号 住居跡出土土器

第4図 片間丁地籍遺構全体図(180)



3.榎 垣外遺跡山道端地籍

1.発 掘 調査 の場 所 岡谷市長地字 山道端23482349-3

2.土 地 の所有 者 八幡 益 晴

3.発 掘 調査 の期 間 平成 元年4月24日 ～6月1日

4.発 掘 調査 の 目的 ・原 因 住宅 建設

5.調 査 面積187.8m2

6.発 見 され た遺構 平安 時代住 居跡5棟 掘立柱建物 跡1棟

13号 住 居跡 平面形 は南北約4.7× 東 西4.5mの 北 側 にカマ ド

を配 置 した方形の住居 跡で掘 り込 みは12～20cmほ ど である。 東

側 と南側 に周溝が検 出 された。柱 穴は な く床面 は地 山の礫層 を

踏み 固め た程 度 である。 カマ ドの残 存状 態 は比較 的良 く、袖幅

約1.6m、 奥 行 き約1.1m、 天 井の石 が割 れ落 ちていたが支柱、

袖 石は ほぼ完全 な形 で残 ってい た。煙 道は、畑 の耕作 に よって

撹乱 され ていたため確 認 で きなか った。

14号 住 居跡 平 面形は南北約6.0× 東 西約4.7mの 東 側 に カマ

ドを配置 した方形 の住 居跡 であ る。カマ ドの袖幅 は約1.2× 奥 行

き約1.Om、 煙 道 は階段状 に なってい るが赤 く焼け た面 は検 出 さ

れ ず焼 土 も少 ない。北側 の床面 は一段 高 くな って カマ ドを囲む

よ うにめ ぐってお り、 カマ ドと居住 空間 を区切 って いる。ベ ッ

ド状遺構 と関連す る ものであ ろ うか。 カマ ド周辺の床は堅 く叩

き締め られてい る。柱穴 は7基 検 出 され た。

第5図13号 住居跡

第6図14号 住居跡

第7図 山道 端 地籍 遺 構 全体 図(1=i60)
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17号 住 居 跡 平面 形 は東西約6.5mの 住 居跡 で 北

側 に カマ ドを配 置 してい る。 カマ ドは袖幅 約1.6m、

奥 行 き1.3mの 北 カマ ドで一 部煙道 が残 ってい た。支

柱 は 火床面 に突 き刺 さるよ うに立 ってお り、 火床 の

焼土 は厚 くよ く焼け ていた。 床面 はカマ ドと区切 る

よ うに段 がついて いるが、他 の住居 跡 との切 り合 い

によ る段 差 とも考 え られ る。北 西隅の張 出部 は2.3×

1.5mの 長 方 形 をしてお り、住居跡 の軸 とはや や 異な

った 向 きを して い る。住 居跡 の約%は 調 査 区外 に

あ り、今 回の調査 では カマ ド周 辺 と住居 跡北西隅 の

張 出部 だけの調査 となった。

18号 住 居 跡 畑の作物等 のため住居 跡の南 東隅 を

一部調査 で きただけ であ る。 立 ち一ヒが りは約40cmで 、

南壁際 には幅30cmほ どのやや 広 い周 溝が あ る。床面

は比較 的堅 い。遺物 の出土量か ら東 カマ ドであ るこ

とが推 定 され る。

第8図13号 住居跡カマ ド石組

第9図17号 住居跡

第10図17号 住居跡張出部遺物出土状態

第ll図17号 住居跡張出部出土遺物

第13図17号 住居跡出土土師器 第12図17号 住 居跡 カ マ ド石 組
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掘立柱建物跡 平面形は2問 ×2問

でやや台形 をした建物跡である。南側

の柱問が広 く一間5mあ るのに対 して

北側の柱問は3mし かない。 さらに南

側の柱穴は直径約1mあ るのに対 して

北側の柱穴は70cm弱 である。建物跡の

軸はほぼ長軸が南北を向いている。13

号住居跡 との新 旧関係は、掘立柱建物

跡のほうが新 しい。

7.出 土 した遺物 土師器9須 恵器

6刻 書土器1墨 書土器4土 錘2

灰粕陶器6打 製石斧2緑 粕陶器片

2土 器片石片4箱

住居跡内からの出土遺物は、カマ ド

周辺か らの出土が多く床面に近 いほど

完形品が多い。13号 住居跡覆土上層か

らは、拳大の礫に混ざって多 くの土師

器、須恵器が出土した。17号 住居跡張

出部か らは、9点 もの灰粕陶器や須恵

器、土師器がまとまって出土 した。刻

書土器 「十」、墨書土器 「浄」はすべて

17号住居跡か らの出土である。

第14図is号 住 居跡

第15図14号 住居跡炭化物

第17図13号 住居跡出土須恵器圷

第16図13号 住居跡礫層遺物出土状態

第is図17号 住 居 跡 出土 墨 書 土器 「王?」 「浄 」 第19図13号 住居跡礫層出土遺物 須恵器鉢(上)と 砥石
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4.榎 垣根外遺跡山道端地籍

1.発 掘 調査の場所 岡谷市長 地字 山道端2339-12339一 ロ

2.土 地 の所有者 両角 米子

3.発 掘 調査の期間 平成 元年5月2日 ～7月2日

4.発 掘 調査の 目的 ・原 因 住 宅建 設

5.調 査 面積168.2m2

6.発 見 され た遺構 平安 時代 住居 跡5棟 掘 立柱建 物跡1棟

柱 穴22基

15号 住 居跡 平面 形は畑の耕作 に よ り不 明であ る。床面 もほ

とん ど残 ってお らず、 カマ ドの構築 材や焼土 の一部が崩 れたあ

とが あ り、北 カマ ドであ ったこ とが推定 され る。

16号 住 居跡 平 面形は遺構が一部 調査 区外 へ出 るが、東西9

mも の大 きな住居 跡で あるこ とが明 らか とな った。掘 り込 みは

深 く、 直径20cm前 後 の礫 を非常 に 多 く含 んだ礫層 であ るに もか

か わ らず、60cm以 上 も掘 り込 んでい る。 周溝は な く、柱 穴は発

見 されなか った。

カマ ドは、袖幅2.1m、 奥 行1.6mと や や 大 き く、 火床 面 も広

く焼 土は18cmと 厚 く焼 けていた。煙道 はつぶれず に屋 外へ と延

びていた。 カマ ドの 中か らは炭化種子 が出土 した。 カマ ドの石

組 は、大 きな もの は40cm以 上 の石 を用 いて いる。床 面は砂礫層

を掘 り込ん でいるため か、特 に貼 った様 子 はないが堅 く踏 み し

め られてい る。

第20図 掘立柱建物跡柱穴

第21図15号 住居跡須恵器大甕出土状態

20号住居跡16号 住居跡の上に重なる住居跡で、カマ ドだけが確認された・立ち上が りは畑の耕作によっJ/

確認出来なかったが、カマ ドの石組は40cm位 の大 きな石を使っている。床面 を検 出す ることができなかった。

21号住居跡16号 住居跡の下に重なる住居跡で、そのほとんどが16号 住居跡によって壊されている。掘 り込

みは約44cmあ り、東西5mの 大 きさである。 カマ ドの位置は不明で、16号 住居跡カマ ドの石組 を検 出中・21号

住居跡の北西の角 を確認することがで きた。

22号 住居跡16号 住居跡の床下か らカマ ドの火床面 とおもわれる赤 く焼けた面が確認 された・遺物 もな く・

ただ22号住居跡の痕跡が伺われただけである。

掘立柱建物跡 確認面から深さ約50cmの 柱穴が10基 並び、3間 ×3間 の長方形の建物跡が確認 された。柱穴

の中には拳大の礫が柱 を支えるために詰め込 まれたのか、 きれいに柱痕跡をとりまいているものがあった。建

物跡の長さは7.5m×5.Omほ どであると推定 され、長軸が南北を正確に向いている・ちょうど重なる15号住居跡

との新旧関係は不明である。他に掘立建物跡の柱穴 と思われるものが22基 確認 されたが建物跡 としての並びは

ない。

第22図16号 住居跡カマ ド石組 第23図20号 住居跡カマ ド石組
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7.出 土 した遺物 土師器6須 恵器5墨 書土器片5

土錘9刀 子3円 面硯破片7緑 粕陶器片1土 器片

石片7箱

15号住居跡か らは、わずかに残った覆土か ら灰粕陶器

1点 、土師器杯3点 が重なるようにしてまとまって出土

した。 また、カマ ド左脇か らはピッ トの中に肩 まで斜め

に埋 まる状態で須恵器大甕が出土 した。頸:部か ら上は畑

の耕作によって破損 したのか残っていなかった。

16号住居跡からは多 くの須恵器、土師器が出土 した。

破片は覆土中層から床面にかけて多 く見つか り、その中

から円面硯破片7点(2個 体)、 刀子2点 などが出土 し'

た。土錘はほぼ一箇所から出土してお り、網に付いてい

たものであったと推定される。墨書土器片は 「大」の文

字が土師器杯底部に記されている。 第24図15号 住居跡出土須恵器大甕

第25図16号 住居跡出土須恵器蓋

第26図 16号住居跡出土須恵器

円面硯破片

第27図16号 住居跡出土墨書土器 「大」

第28図 山道端地籍遺構全体図(ll60)
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す くも

5.榎 垣外遺跡虫曹蠣塚地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字婚蜻塚3685-9

2.土 地の所有者 今井 崇雄

3.発 掘調査の期間 平成元年6月13日 ～6月29日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積110.4m2

6.発 見された遺構 掘立柱建物跡1棟 柱穴6基

弥生時代小竪穴1基

掘立柱建物跡 調査区内において柱穴の並ぶ ものは2

問×3間 まで確認ができたが、建物跡は調査区外へのび

ているため、さらに長い建物跡になると思われる。柱穴

の深さは確認面から約70cmで 、柱痕跡の明確なもの もあ

る。他の柱穴は並びを確認することができず、建物跡を

検由することができなかった.

第29図 掘立柱建物跡柱痕跡

弥生時代小竪穴 弥生土器片 と黒耀石 を多 く含む小竪穴があ り、出土遺物が他の穴 とは明らかに異なるため

掘立柱建物の柱穴ではないと思われ、弥生時代の小竪穴 とした。

今同の調査区は、以前の調査で掘立柱建物跡群が発見された箇所か ら22mし か離れておらず、多くの掘立柱

建物跡が発見されると思われた。実際い くつ もの柱穴が検出されたが、建物跡 として確認できたのは1棟 だけ

であった。

7.出 十した遺物 縄文土器1打 製石斧2石 鍛1土 器片石片1箱

縄文土器は遺構外か らの出土であ り小竪穴 とは無関係であった。柱穴に伴 うと思われる遺物は小さな破片ば

か りで完形に復原で きるものはない。

第30図 蟷 蜻塚地籍遺構全体図(ll20)
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6.榎 垣外遺跡下片間町地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字'下痔問町2373-1

2.土 地の所有者 増澤 秀夫 増澤 貞子

3.発 掘調査の期間 平成元年7月4日 ～7月24日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積234m2

6.発 見された遺構 掘立柱建物跡4棟

掘立柱建物跡 掘立柱建物跡4棟 が発見されたが、建物

跡全体が調査区内に現れたのは1棟 だけで4問 ×5問(6

m×11m)の 長方形の建物跡である。他の建物跡は、調査

区外へ延びているため全体の大きさが不明であるが、長辺

10m以 上の大きな建物跡になると思われる。建物跡の向き

はほぼ南北を向 くものもあるが、異なるもの もある。 しか

し、重複 していない建物跡の関係 をみると、建物跡の軸が

直角に配置されているもの もあり、建物跡群 としてのまと
第31図 遺構全体写真

まりが見られる。柱穴の大 きさは、建物跡ごとにほぼ統一 された掘 り方をしている。

榎垣外遺跡内において、掘立柱建物跡群の発見例 は婚蠕塚地籍に認め られ、官衙跡の中枢部の可能性が高か

った。しか し、今回の調査 によって下片問町地籍においても掘立柱建物跡群が発見 され、す ぐ南に位置する山

道端地籍の掘立柱建物跡や大型住居跡、これらに伴 う多 くの出土遺物などを併せて考えると、官衙跡の中枢部

が何処になるのか、新 たな問題提起 となった。

7.出 土 した遺物 墨書土器片1土 器・片石片4箱

出土遺物は、すべて破片で発見された。遺物が主に集中して出土したのは、柱穴確認面 よりやや上の暗褐色土

か ら褐色土にかけての僅かな土層か らである。しか もまとまって一箇所に、拳大の石 と混ざって出土してお り、

わ ざわざこの範囲にまとめて捨て とも思える状態であった。 しかし、どの ような性格のものか明確ではない。

第32図 下片問町地籍遺構全体図(ll60)

1C)



7.榎 垣外遺跡スクモツカ南遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字スクモツカ南3136-1

字婚蠕塚南3140-2

2.土 地の所有者 山田 剛

3.発 掘調査の期間 平成元年7月20日 ～7月31日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積55.4m2

6.発 見された遺構 平安時代末期住居跡2棟

1号 住居跡 平安時代末期の住居跡と思われる。平面

形は南北4.5m、 東西3.5mの やや歪んだ長方形をしてい

る。 掘 り込みは約15cmほ どで、床面はほぼ平 らであるが

特に叩き締めた様子はな く、すこし堅 く踏み しめた程度

である。柱穴、周溝、 カマ ドなどの設備 は確認されず正

確な時代決定はむずかしい。

2号 住居跡 平安時代末期の住居跡 と思われ、堅 く叩

き締められた床面を確認す ることができた。遺物が少な

く正確な時代決定はむずかしい。

7.出 土 した遺物 鉄製品1土 器片石片若干

遺構の覆土が薄 く、若干量の土師器片が採取されたも

のの床面においても遺物が少な く、特筆すべ き遺物はな

い 。

第33図1号 住居跡

第34図2号 住居跡

第35図 スクモツカ南地籍遺構全体図(180)
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8. 目切遺跡 ・榎垣外遺跡 ・清水 田遺跡(詳 細分布調査)

1.発 掘 調査 の場所

2。 土地の所有者

3.発 掘 調査 の期 間

4。 発掘調査 の 目的 ・原 因

5.調 査 面積

6.発 見 された遺構

岡谷市長地4253一イ他

長地 山の手土地区画整理組合 理事長 小松 裕人 他

平成元年9月1日 ～2年3月14日

区画整理事業に伴 う試掘 ・確認調査

460.5m2

縄文時代住居跡1棟 平安時代住居跡3棟 小竪穴15基

今回の調査では、住居跡4棟 、小竪穴15基 が発見さ

れた。調査の結果、特に成果があったのは清水 田遺跡で

あ り、単に多くの遺構が発見されただけでな く、特定の

場所に時代ごと遺構が分布 していることが判った。

清水田遺跡は、遺構があるとされている南向き扇状地

の扇頂付近に縄文時代の小竪穴群 と住居跡があり・多く

の土器 片を含んだ焼土のかたまりも確認された・東側の

日当た りの良い山裾には平安時代の住居跡がい くつかま

とまって分布 していることがわかった。扇状地中央付近

の広 く緩やかな斜面には小竪穴群があ り遺物の出土量 も

多い。 さらに一段下がった所にも、小竪穴がかなり高い

密度で分布 している。清水田遺跡には、大きく分けて2

～3箇 所の小竪穴群があることが確認 された・ また・十

層観察では数回にわたって 土砂崩れがあったことを思走

せ る地層があり、遺構検山が難 しいことが予想される。

榎垣外遺跡からは、住居跡と思われる落ち込みがい く

つか発見され、小竪穴 もわずかであるが確認された。以

前の調査でかなり遺構の範囲は限定 されているものの、

これをさらに確実なものとし、確認 もれのないように未謳

査部について集中的に調査 を行 うことができた。今回碓

認された平安時代住店跡は、榎垣外遺跡の集落 としては

最北端に位置す るものであり、奈良 ・平安時代における

集落の広が りを知 る手掛か りを得 ることができた。

なお、今年度は 目切遺跡の試掘 ・確認調査は行 うこと

ができなかった。

第36図No.340ト レンチ 出 土遺 物

第37図No.332ト レ ンチ 平 安 時代 住 居跡 土 層 セ クシ ョン

以上、かなり広範囲に及ぶ2遺 跡の試掘 ・確認調査で

あったが、序々に遺構の密集地 を捜 し出す ことができそ

うである。今後本調査に先立って、さらに試掘 ・確認調

査 をすすめ る上におおいに参考となる貴重な資料 を得 る

ことができた。

7.出 土した遺物 石..`4凹 石6土 器片石片5箱

縄文土・器1灰 紬陶器1土 師器1

遺物出土量は トレンチごとに差が大 きく、遺構の発見

された トレンチとその周辺の トレンチか らは、やはり遺

物出土量は多い。平安時代の遺物 を見 ると遺構の分布状

態 と一致 してお り、あまり移動せず一定地に生活してい

たことを遺物の面からも裏付けている。

第38図NO.318ト レ ンチ土 層 セ ク シ ョン
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NO.349ト レン チ遺 物 出土 状 態

第39図 区画 整理 事業 に伴 う試掘 ・確 認調 査 トレ ンチ位 置 図(1=3000)
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9。 梨久保遺跡山之神 下 地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字山之神下4443-5

4443-6

2.土 地の所有者 原 進

3.発 掘調査の期間 平成元年10月2日 ～11月8日

4.発 掘調査の目的 ・原因 共同住宅建設

5.調 査面積60.7m2

6.発 見された遺構 縄文時代住居跡2棟 小竪穴2基

138号 住居跡 平面形は畑の耕作によって壊 されてい

るため全体の約%し か残っておらず床 も部分的に残ってい

る状態である。掘 り込みは約17cmで 、周溝はない。柱穴は

2基 確認され、壁際に数本並ぶもの と思われる。部分的に

残っている床面は堅 く貼ってある。住居跡中央よりやや北

側 と思われるところから、直径約15cm程 の石を4つ 使 った

小さな石囲炉が検出された。そして炉に切 られるようにし

て、下か らもう1つ の石囲炉 と思われる炉の火床面 と炉石が

確認された。 これは、他の住居跡 との切 り合 いを示す唯一

の発見 とな り、下に重なる住居跡を139号 住居跡とした。

小竪穴 発見された小竪穴は、住居跡が発見された場所

より少 し離れた西側にあり、人頭大の礫 を含む礫層 を掘 り

込んでいる。深さは約30cmで ある。

地山の傾斜 を比較すると、小竪:穴はやや高い所にあ り、

住居跡はこれより少 し低 い東側の 凹地 になるところにあ

る。

7.出 十 した遺物 打製石斧3石 錐1凹 石1石 鍛1

土器片石片1箱

住居跡の残存状態が良 くないため遺物の出土量 も少な く
一個体 に復原できる土器 もない。小竪穴からは、ほとんど

遺物の出土がな く特筆する遺物はない。
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第42図 138・139号 住 居 跡 (i80)

第40図138号 住 居 跡

第41図175P小 竪 穴

第43図 小竪穴 (iso>



10.梨 久保遺跡上の平地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字上の平4595-24595-11

2.土 地の所有者 原 實衛

3.発 掘調査の期間 平成元年11月10日 ～11月21日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積80m2

6.発 見された遺構 縄文時代イ据 跡1棟 平安時代住居跡2棟

1号 住居跡 平面形は畑の耕作によって壊 されているため

不明である。 しかし、わずかな焼土 と土師器片を採取できた

位置から推測 して、東カマ ドの住居跡であることがわかった。

平安時代の住居跡である。

2号 住居跡 縄文時代中期の住居跡で、南半分を畑の耕作

によって壊されているが北側半分は良 く残 っていた。平面形

は長径約5mと 推定される楕円形の住居跡で、壁は30cmほ ど

残っている。周溝はほぼ全周 していると思われる。柱穴は4

佃確認されたが、床面が半分以上撹乱されているため、他に

も柱穴があったと思われるが確認 されなか った。炉は約1m

四方で深さ43cmの 石囲炉である。 しか し、炉石は1号 住居跡

を作るときに壊 されたものと思われ、石のあった痕跡が くっ

きりと残っていた。

3号 住居跡 平安時代の住居跡 と思われるが、平面形はそ

のほ とんどが畑の耕作によ り壊 されていたり、調査区外へ延

びているため企体の%だ けが調査の対象となり詳しいことは

不明である。北側の壁の立ち上が りは28cm残 っている。カマ

ドは、 コンクリー トの壁によって壊 されているため、左袖部

を確認できただけである。柱穴は3基 確認された。礫を多く

含む地山を掘 り込んで作 られた住居

跡である。

第44図2号 住 居 跡 出土 小 型 土器(高 さ9.8cm)

第45図3号 住居跡

7.出 土 した遺物 縄文土器1縄

文小型土 器1石 鍛2石 錘1

土師器2鉄 製紡錘車1十 器片石

片2箱

約%佃 体の深鉢形土器 と小型土器

は2号 住居跡北側の周溝付近から一・

諸に出土 した。小型土器は傷1つ な

い完形品である。特殊な遺構であっ

た可能性があるがはっきりしない。

土師器は3号 住居跡カマ ド左袖壁際

から出十 した。床に貼 り付いた状態

ではなく壁に寄 り掛か るような状態

であった。鉄製紡錘車は、住居跡覆

土か らの出±ではなく、3号 住居跡

付近の耕作土からの出土であった。

第46図1・2号 住 居跡(1=80)
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11.梨 久保遺跡上の平地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字一ヒの平4586

2.土 地の所有者 麻原 利夫

3.発 掘調査の期間 平成元年12月4日 ～12月28日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 擁壁工事及び住宅工事

5.調 査面積129.3m2

6.発 見された遺構 縄文時代住居跡10棟 小竪穴22基

130号 住居跡 平面形は南側 の一部 を畑の耕作によっ

て壊されているが、直径約3mの 円形の住居跡と推定され

る。 北壁は16cmの 立ち上が りを残すが、4基 の小竪穴 と

重複 している。柱穴は6基 確認され、床はローム層を掘 り

込んだ堅い床である。炉は床面 をやや凹めただけのもので

焼土層も1cmと あまり厚 くない。14号 住居跡に切 られて

いることが明らかとなった。

83・131・135・136号 住居跡 以前の調査 で

83号 住居跡の存在は確認されていたが、今回新たに3棟

の住居跡が重複 していたことが明 らか となった。83号 住

居跡は、中でも最 も新 しい住居跡で、平面形は直径約3.7

m、 北壁は50cm、 南壁は12cmの 立ち上が りがある。覆土は

上部 ・下部(所 謂逆三角堆土、三角堆土)に 明確に分かれ
一括土器は逆三角堆土下層、つ まり三角堆土上面につぶれ

て堆積 していた。床面はほぼ水平で住居跡中央部に掘 り込

みの浅い炉がある。周溝はない。131号 住居跡は畑の耕

作 によってすべて壊されてお り、ほんのわずかに炉穴の底

の部分が残 っていただけである。135・136号 住居跡

は床面の高さが同 じで、床面の様子も似てお り切 り合い関

係は不明である。両者 とも、住居跡のほとんどを84号 住

居跡に切 られているため炉の位置は不明である。柱穴は数

基確認されたが重複が激 しいため、 どの住居跡に伴 う柱穴

であるか明 らかにできなかった。

第47図130号 住 居 跡

第48図83・131・135・136号 住 居

第50図84号 住居跡埋甕炉

第49図84・133・134号 住 居 跡
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84・133・134号 住 居跡84号 住 居跡 は以

前の調査 で確認 されていたが、今 回新 たに2棟 の住居

跡が重複 しているこ とが明 らか となっ た。84号 住 居

跡の掘 り込み は、確認 面 よ り45cm掘 り込ん であ り、平

面形 は直径約3.5mの 略 円形 であ る。床 面は ほぼ水 平 で

住居 跡の 中央 に埋甕炉 があ る。周溝 はな く、北側 一部

に一段 高い テラス状 の段 があ る。

覆 土の中か らは直径20cm位 の 石が土 器片 とと もに数

多 く出土 した。133・134号 住 居跡 は、84号 住 居

跡 に大 き く切 られてお り、 ほ とん ど床面 を残 していな

い。特 に134号 住 居跡 は84号 住 居 跡 と133号 住

居跡 の問に挟 まれて、遺物 もほ とん どない。133・

134・84号 住 居跡の順 に新 し くな り、 スライ ドす

るよ うにほぼ同 レベ ルの まま重 な って い るが、特 に1

33号 住 居跡 の床 面は水平 で固 く踏み しめ られて いる。

柱 穴は84号 住 居 跡 と134号 住 居 跡 の間に 多 く検 出

され た。84号 住 居 跡内に は もっ と柱 穴が あ るもの と

思われたが検 出されなか った。

132号 住 居跡 平 面形は円形 の住 居跡 であ る と思

われ るが、全体の約%の プ ランが確 認 され ただけ なの

で正確 な大 きさは不 明であ る。84号 住 居跡 と同様に

北側 に床 面 よ り一段高 いテ ラス状 の段 が設 けてあ る。

壁 は約40cmあ り、周溝 は部分 的 に設 け られ てい る。柱

穴 は4基 確 認 され、約45cm前 後 の深 さがあ る。 ほかに

も深 さ38cmで 柱 穴 よ りやや大 きな直径60cmの フ ラス コ

状 ピ ッ トが確 認 され た。炉 は、直径20cm大 の 石 を7つ

使 った石 囲炉 で、焼土 は1.5cmの 厚 さが ある。

137号 住 居跡132号 住 居跡 の下 に重 なってい

る住店跡 であ る。132号 住居 跡石 囲炉 に切 られ る よ

うに して埋甕炉 が確 認 され、137号 住 居 跡の存在 が

明 らか となった。埋 甕炉は、石 囲炉 によって半分壊 さ

れて いるが、土器 周辺の焼土 は厚 く6cmほ ど焼け てい

る。 住居跡 のプラ ンは不明 であ る。

小竪 穴 小竪:穴は全部 で22基 確 認 され た。 この 内

小竪 穴の基底部 に直径20cm大 の 石 が入 ってい るものが

6基 、 さらに石 は確 認 され なか った ものの、 この小竪

穴 と深 さ大 きさな どが良 く似て い る小 竪穴 が11基 確

認 された。骨の 出土 はないが、お そ ら く土猫墓 で あろ

うと推 測 され る。 なお、以前の隣地 第9次 調査 では土

彊墓群 が発見 され てい る。

870Pは 、確 認面 よ り約130cmの 深 さが あ り、墳底

部が ひろ くなった、 フラス コ状 の小竪 穴に近 い形状 で

ある。 中か らの出土遺物 はほ とん どな く、土器 片が少

量 山十 しただけで ある。

872Pは 、 深 さ50cm程 の 穴で あ るが、他 の小竪 穴

と異 な り壁 の上 部が赤 く焼 けてい た。墳 底部 はやや 熱

を受 け た程度 であ るが、穴の 中には焼け た礫 が277個 以

第51図132号 住居 跡

図52図132号 住居跡石囲炉

第53図870P小 竪 穴

第54図855・856P小 竪穴
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上入っていた。この礫は焼けの弱い橿底部 よりも、壁

が赤 く焼けていた付近の覆土中層か ら上層にかけて多

く詰まっていた。礫の中には幾つかの凹石が含 まれて

いた。

7.出 土 した遺物 縄文土器20打 製石斧27磨

製石斧4石 錺132石 錐5石 匙2石 錘1磨 石

3穀 摺石1凹 石31石 」皿片5砥 石1叩 き石

1不 定形石器13土 製円板7土 器片:石片8箱

一括土器の中で約半分の9点 は、83号 住居跡覆土

上部(逆 三角堆土)か らの出土である。また、132

号住居跡か らは7点 もの一括土器が出土 し、完形に復

原された土器 もある。84・137号 住居跡の埋甕炉

は中期初頭梨久保式土器である。

石器は石鍛 と打製石斧、凹石が多く出土 している。

83・132号 住居跡か らの出土は特に多 く一括土器

の出土状態に比例 している。

第55図83号 住居跡土器出土状態

第56図132号 住居跡出土土器(復 原前) 第57図132号 住居跡出土土器(復 原後)

第58図 打製石斧 第59図 石 鍛 ・石錐 ・石 匙
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第60図 上の平地籍遺構全体図(1:100)
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